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G) 
世帯数 13,690 

（昭和51年 2 月 1日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 口 

51,765 人 

男 25,013 人

女 26,752 人 

記 1I 剖 

一
一
月
一
一
〇
日
 

ー
 
（金
）
と
き
ど
 

ー
 
き
雪
、寒
し
。
 

朝
、
村
上
会
 

1
 頭
宅
に
お
う
か

が
い
し
て
、
新

年
度
の
商
工
会

議
所
関
係
予
算
 

に
つ
い
て
最
終
的
打
合
せ
を
し

時
に
予
定
さ
れ

て
い
る
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
式
の
欠
席
を

謝
し
登
庁
、
直
ち
に
第
四
委
員

会
室
で
予
算
査
定
に
入
る
。
 

五
一
年
度
当
初
予
算
は
、
福

祉
を
重
点
と
し
な
が
ら
景
気
浮

揚
策
を
ね
ら
い
、
公
共
事
業
の

大
巾
計
上
を
骨
子
と
し
た
積
極

型
予
算
と
も

い
う
べ
く
、
こ
の

段
階
で
は
、
六
三
億
の
大
台
を

越
え
て
昨
年
度
の
四
四
億
六
百

万
円
に
く
ら
べ
て
約
四
三
パ

ー
 

セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
た
。
 

こ
の
中
に
は
、
 

公
営
住
宅

（
親
子
住
宅
含
む
）
 

約
三
億
六
百
万
円

老
人
憩
の
家
 

約
三
千
五
百
万
円

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

約
九
千
五
百
万
円

市
民
体
育
館
 

約
三
億
一
千
三
百
万
円

等
の
建
設
費
が
見
込
ま
れ

て
い

る
。
 

一
〇
時
一
五
分
、
献
本
運
動

の
実
行
委
員
会
長
鎌
田
嘉
兵
衛
、
 

高
橋
み
や
子
、
福
士
孝

一
、
坂

本
憲
昭
の
各
氏
か
ら
第
三
回
献
 
 

本
運
動

の
目
録
贈
呈
を
有
り
難

く
い
た
だ
く
。
 

一
〇
時
三
〇
分
、
弘
前
新
市

長
福
士
文
知
氏
が
就
任
あ
い
さ

つ
に
お
い
で
に
な
り
、
し
ば
し

浅
瀬
石
ダ
ム
等
に
つ
い
て
懇
談
n
 

一
一
時
、
阿
部
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
長
か
ら
「
税
率

の
改
訂
に
つ
い
て
」
 
に関
す
る

答
申
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
三
案
の
う
ち
、
低

所
得
階
層
に

つ
い
て
の
税
の
減

額
措
置
等
が
あ
り
有
利
と
考
え

ら
れ
る
c
案
を
採
用
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
結
果
被
保
険
者
一

人
当
り
七
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
、
 

世
帯
当
り
七
・
三
パ

ー
セ
ン
ト

の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
 一
二
時
か
ら
は
日

邦
建
設
の
出
稼
者
激
励
会
に
出

席
。
 

一
時
、
公
民
館
主
事
時
代
か

ら
ご
交
際
を
い
た
だ
い

て
い
た

故
佐
々
木
喜
郎
氏
の
葬
儀
に
列

す
る
。
か
つ
て
一
夜
に
し
て
市

の
予
算
書
を
作
成
し
た
と
い
う
 

「幻
の
企
画
室
長
」
と
し
て
名

声
の
高

い
氏
の
急
逝
を
悼
む
。
 

法
要
を
終
っ
て
六
時
か
ら
財

団
法
人
教
育
振
興
会
役
員
会
に

出
席
、
昭
和
四
七
年
か
ら
発
足

し
た
財
団
の
基
本
財
産
の
一
次

計
画
分
三
千
万
円
の
造
成
が
見

込
ま
れ
、
増
田
会
長
は
じ
め
皆

さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と

と
も
に

一
億
円
目
標
達
成
を
祈

っ
て
帰
る
。
 

縄
i
ん
ーそ
邑
 



生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部

4
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

わ

m
 

訊
⑤
 

市
税
務
課
で
は
、
 

固
定
資
産
課
税
台

帳
を
次
の
日
程
で

縦
覧
に
供
し
ま
す

の
で
、
関
係
者
は

台
帳
を
縦
覧
し
、
 

登
録
さ
れ
た
事
項

を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
 

こ
と
し
は
、
評

価
替
え
の
年
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
五
十

一
年
度
の

固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
も
 

の
で
す
か
ら
、
と
く
に
昨
年
中

に
家
屋
を
新
増
築
し
た
り
、
土

地
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
必
ず

縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
間
に
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▽
縦
覧
期
間
 
三
月
一
日
か

ら
三
月
二
十
日
ま
で
 

▽
縦
覧
場
所
 

市
税
務
課
（
本
庁
三
階
）
 

移

動
交
通
 

事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
に
関
す
る
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
 
三
月
十
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
舘
 

、舞課税台帳を縦覧 	、 
、 登録事項を確認して下さい 、  

、
、
 

⑥
⑥
＠
 
＠
⑥
⑥
＠
回
⑥
＠
＠
⑥
⑨
⑥
⑥
⑥
⑥

⑥
＠
＠
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
 

鯉
雨
如
器
」
鶴
、
買
卵
璽
贈
買
四
璽
欝
一
 

 編
齢
誌
器
加
 

器
加闘
 

⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
 

No.16 
市民運動 
実践項目 

ま
ち
を
清
潔
に
す
る
運
動

一
、『街
で
清
潔
に
す
る
三
な
い

運
動
』
を
す
す
め
よ
う
 

m
家
庭
や
職
場
か
ら
出
来
る

だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
よ
』フ
。
 

②
道
路
、
公
園
、
河
川
、
観

光
地
、
公
共
施
設
を
ご
み
で

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
 

一
一
、
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
す
す

め
よ
う
。
 

m
自
分
の
家
の
ま
わ
り
、
店

の
前
、
公
共
の
場
所
を
き
れ

い
に
し
よ
・フ
。
 

②
人
の
集
ま
る
場
所
に
は
、
 

く
ず
物
入
れ
や
灰
ぎ
ら
を
備

え
よ
・フ
。
 

（右
の
方
針
は
み
ん
な
で
、
 

清
潔
な
生
活
を
整
え
国
体
を

気
持
よ
く
迎
え
る
と
と
も
に

進
ん
で
環
境
美
化
に
努
め
る

生
活
態
度
を
養
う
）
した
が
っ

て
市
民
各
種
団
体
や
各
個
人

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

昭和51年（1976年） 3 月 1日（371号） 

鷺
昨

年
の
実

績
卿
を
贈

呈
 

自
主
的

な
運
動
に

切
替
え
 

市
献
本
運
動
実
行
委
員
会

（
 

鎌
田
嘉
兵
衛
委
員
長
）
は
、
さ

る
二
月
二
十
日
、
昨
年
行
っ
た

三
回
目
の
献
本
運
動
に
寄
ら

れ

た
八
百
五
十
二
冊
の
図
書
と
一
一

万
二
千
円
の
献
金
の
目
録
を
佐

々
木
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

市
の
献
本
運
動
は
、
皆
さ
ん

の
理
解
あ
る
ご
協
力
に
よ
り
、
 

市
献
本
運
動
実
行
委
員
会
が
発

足
し
た
四
十
八
年
十

一
月
以
降

こ
れ
ま
で
七
千
余
冊
（
他
に
献

金
三
〇
万
円
）

の
貴
重
な
図
書

が
寄
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
市
立
図
書
舘
は
 
 

こ
と
し

一
月
三
十

一
日
現
在
一

万
八
千
三
百
八
十
八
冊
の
蔵
書

に
達
し
、
年
毎
に
充
実
し
て
い

ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
同
実
行
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

役
員
に
よ
る
巡
回
は
し
な
い
で

広
く
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た

自
主
的
な
献
本
の
協
力
を
呼
び

か
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

第
三
回
献
本
、
献
金
者
は
、
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

今
村
正
、
鎌
田
勝

一
、
五
所
 
 

川
原
電
報
電
話
局
、
江
渡
哲
哉
、
 

阿
部
ュ
キ
子
、
開
米
洋
、
菊
池

清
助
、
藤
村
昌
子
、
長
内
縫
、
 

沢
田
秀
五
郎
、
八
木
橋
武
三
郎
、
 

蛸
島
長
三
郎
、
平
泉
友
弘
、
益

田
竜
馬
、
三
上
儀
見
、
嵯
峨
て

い
、
松
本
仁
子
、
小
関
て
る
よ
、
 

木
村
啓
、
斎
藤
友
七
、
工
藤
寿

朗
、
島
田
克
孝
、
大
和
山
青
年

会
、
吉
田
喜
久
衛
、
市
婦
人
連

絡
協
議
会
、
大
橋
豊
男
。
 

（
敬
称
略
）
 

、
ノ
之
ノ
、
ノ
 

⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
 ⑥
⑥
＠
⑥
⑥
 
⑥
⑨
＠
⑥
＠
@
＠
⑥
⑥
⑥
＠
⑥
⑥
⑥
⑥

⑥
回
＠
⑥
⑥
回
⑥
⑥
⑥
⑥
 

広報こしょがわら （第 3種郵便物認可） 

佐々木市長に目録を渡す鎌田委員長 

佳
ち
ゃ

ん
あ
り
が
と
う
 

入

学

記
念
に

本
を

贈
る
 

市
内
大
町
、

レ
ス
ト
ラ
ン
 
「
 

藤
吉
郎
」
 
の
支配
人
、
中
山
捷

利
さ
ん
（
三

一
）
は
、
さ
る
一
一

月
十
九
日
、
市
献
本
運
動
実
行

委
員
会

（鎌
田
嘉
兵
衛
委
員
長
 
 

）
に
図
書
、
 
「世
界
の
歴
史
」
 

全
三
十
二
巻
を
贈
り
ま
し
た
。
 

長
女
の
佳
ち
ゃ
ん
（
六
）
が

こ
と
し
、
四
月
市
立
中
央
小
学

校
に
入
学
す
る
の
を
記
念
し

て

贈
っ
た
も
の

で
、
・
佳
ち
ゃ

ん
か
ら
廿
写

真
廿
直
接
鎌

田
委
員
長
に

手
渡
さ
れ
ま
 

し
た
、〕
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り
 
嫁驚
践
賠
都
ロ
レ
 

一
月
二
十
日
。
六
時
半
起
床
。
 

駅
前
で
朝
食
。
新
幹
線
、
雪
で

四
十
分
ほ
ど
遅
れ
る
。
途
中
下

車
、
熱
海
の
梅
園
を
視
察
す
る
。
 

五
時
。
奥
湯
河
原
、
山
香
荘
着
。
 

毘
沙
門
の
杉
山
さ
ん
夫
妻
が
、
 

玄
関
に
出
迎
え
。
 

「
や
あ
、
よ
く
来
た
な
あ
。
 

」
 
「あ
ら
、
市
長
さ
ん
、
し
ば

ら
ぐ
だ
で
あ
。
」
肩
を
た
た
き
、
 

握
手
。

一
室
に
案
内
さ
れ
、
疲

れ
を
い
や
す
。
高
知
尾
温
泉
旅

館
組
合
会
長
ら
と
懇
談
。
 
「
五

所
川
原
の
人
は
、
非
常
に
ま
じ

め
で
、
よ
く
働
い
て
く
れ
る
。
 

」
 
と
、こ
こ
で
も
評
判
が
い
い
。
 

市
長
、
 
「か
っ
ち
ゃ
、
何
ん

か
子
供
だ
ち
さ
、
連
絡
す
る
こ

と
ね
が
。
」
 
か
っち
ゃ
、
 

「
 

毎
日
の
よ
う
に
、
電
話
こ
で
話

こ
し
て
ら
は
で
、
な
も
、
ね
で

あ
。
」
市
長
、
 
電
話
料
金
、
 

な
ん
ぼ
ぐ
ら
い
に
な
る
？
。
」
 

か
っ
ち
ゃ
、
 
「
ひ
と
月
、
 一
万

円
と
ち
ょ

っ
と
。
」
 
月
平
均
、
 

男
九
万
円
ー
十
万
円
o
女
、
七
、
 

八
万
円
位
。
 

一
月
二
十
一
日
。
六
時
、
起

床
。
市
長
は
り
き
る
。
杉
山
さ

ん
夫
妻
の
見
送
り
を
受
け
、
山

香
荘
を
発

つ
。
 「
天
野
屋
」
 
で

働
く
、
毘
沙
門
の
藤
森
さ
ん
夫

妻
と
会
う
。
 
「〇
〇
さ
ん
ど
ご

の
、
か
っ
ち
ゃ
で
ね
な
。
」
 
「
 

わ
い
、
は
あ
、
市
長
さ
ん
だ
で

ば
。
」
 
「ど
う
し
て
ら
ば
。
」
 

「元
気
で
こ
の
と
お
り
、
は
り

き
っ
て
ら
ね
。
」
と
奥
さ
ん
。
 

ひ
き
続
き
、
 
「中
屋
」
 
で働

く
、
神
山
の
上
岐
さ
ん
と
会
う
。
 

「
わ
あ
、
市
長
さ
ん
も
来
た
だ

な
あ
。
雪
こ
降
て
ら
が
？
、
火

事
こ
ね
で
ら
が
？
、
事
故
は
？
 

」
 
市
長
、返
答
に
汗
だ
く

の
体
。
 
「仕
事
、
天
気
も
よ
し
、
 

お
金
も
も
ら
え
る
。
観
光
も
で
 

き
る
し
。
」
と
L
岐

さ
ん
。
 

杉
山
町
長
さ
ん
と

懇
談
、
次
の
訪
問
地
 

「藤
沢
」
へ
。
十

一

時
半
、
藤
沢
駅
着
。
 

や
あ
、
久
し
ぶ
り
。
 

」
 
清野
さ
ん

（
リ
ー
 

ダ
ー
）
駅
ま
で
出
迎
 

え
て
く
れ
た
。
 
「
日

邦
建
設

（株
）
会
社
 

」
を
謝
意
訪
問
。
岩

田
社
長
、
県
東
京
事

務
所
の
相
山
相
談
員

を
囲
み
懇
談
。
同
社

の
「
大
和
作
業
所
」
 

で
は
、
団
地
造
成
の

作
業
中
。
下
水
道
配

管
工
事
に
、
市
の
出

身
者
五
十
人
が
働
い
 

て
い
た
。
ふ
る
さ
と
か
ら
の
便

り
を
渡
し
、
懇
談
す
る
。
 

「仕
事
は
、
苦
に
な
ら
な
い
。
 

皆
ん
な
仲
良
い
。
賃
金
は
も
ら

っ
て
い
る
。
危
険
は
な
い
。
天

候
も
い
い
し
 
。

」
 
ひと
り

一
人
汗
ま
み
れ
の
手
を
握
る
。
 

「留
守
家
族
の
こ
と
は
、
心
配

し
な
い
で
。
」
 
と
励
ま
し
、次

の
訪
問
地
へ
。
 
（
続く
）
 

「
出
稼
写
真
展
」
は
 

丸
友
デ
パ
ー
ト
で
 

市
出
稼
対
策
室
で
は
、
三
月

十
九
日
か
ら
四
日
間
、
市
内
大

町
「
丸
友
」
 
デパ

ー
ト
で
、
「
 

出
稼
ぎ

写
真
展
」
を
開
き
ま
す

n
 

関
東
、
関
西
の
数
十
社
か
ら

数
百
点
の
互
舌
釆
が展
示
さ
れ
ま

す
の
で
、
留
守
家
庭
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
0
 

な
お
、
写
真
の
無
料
配
布
の

予
約
も
で
き
ま
す
。
 

市
出
稼
対
策
室
で
は
、
さ
る

二
月
十
七
日
か
ら
十
日
間
、
市

内
十
地
区
の
二
百
世
帯
を
対
象

に
「
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
の
巡
回
 

」
を
行
い
、
無
届
け
就
労
な
ど

を
な
く
し
安
全
で
明
る
い
出
稼

ぎ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
巡
回
訪
問
は
、
市
が
四

十
四
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
初
日
の
飯
詰
地
区
で
は
、
 

市
出
稼
対
策
室
に
地
元
の
出
稼

相
談
員
、
留
守
家
庭
世
話
人
ら

七
人
に
市
消
防
本
部
の
予
防
係

も
随
行
、
十
世
帯
を
巡
り
状
況
 

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
 

同
地
区
朝
日
の
鳴
海
東
吉
郎

さ
ん

（
五
七
）
方
で
は
、
さ
き

に
市
出
稼
対
策
室
が
行
っ
た
出

稼
者
の
激
励
巡
回
訪
問
で
撮
影

し
た
職
場
や
工
事
現
場
で
の
写

真
ァ
ル
バ
ム
を
披
露
、
元
気
な

姿
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
 

留
守
家
庭
の
方
た
ち
か
ら
は
 

「就
労
先
が
は
っ
き
り
し
な
い
 

」
 
「電
話
が
と
き
ど
き
く
る
程

度
」
 
な
ど日
頃
の
不
安
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。
 

出
稼
者
を
対
象

と
し
た
、
五
十
年

度
の
「
冬
期
技
能

講
習
会
」
 
が次
の

日
程
で
開
か
れ
ま

す
。
 

▽
対
象
者
 
春

夏
期
の
出
稼
労
働

者
で
あ
っ
て
、
市

が
交
付
す
る
出
稼

労
働
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
方
 

▽
講
習
科
目
と

日
程
 

▽
足
場
 
二
月

十
五
日
ー
十
六
日
 

（定
員
三
十
人
）
 

▽
型
わ
く
 
「
一

月
十
六
日
ー
十
七

日

（定
員
三
十
人
 

)
 
 

▽
土
上
 
三
月

一
一
十一
一
日ー
一
一
十

三
日

（定
員
五
十

人
）
 

時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。
 

場
所
は
、
西
北
労

働
基
準
協
会
。
 

な
お
、
詳
し
く

は
、
市
出
稼
対
策

室
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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( 

しらせ しらせ 

ー～ー一× 

こ
ん
と
雪
が
降
り
 

一
 
続い
て
お
り
ま
す
。
 

一
ゆ
晴
が

流
れ
ま
 

あ
の
当
時
は
父
 

の
急
死
、
そ
の
上
母
が
病
弱
の

た
め
一
時
は
ど
う
な
る
も

の
か

と
憂
苦
致
し
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
る

と
聞
き
悲
し
み
が
半
減
し
心
天

に
昇
る
う
れ
し
さ
で
し
た
。
 

あ
れ
か
ら
二
年
、
多
額
の
奨

学
金
を
項
き
本
年
無
事
卒
業
致

す
こ
と
と
な
り
母
と
も
心
か
ら
 

五
所
川
原
商

工
会
議
所
、
市
、
 

五
所
川
原
ロ

ー
 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

共
催
の
 
「第
一
一

一
回
優
良
商
工

従
業
員
表
彰
式
 

」
は
、
さ
る
一
一

月
二
十
日
午
後
、
 

産
経
会
館
に
お

よ
そ
七
＋
人
の

従
業
員
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、
 

三
十
年
以
上
勤

続
の
青
山
富
次

さ
ん

（
前
田
製

材
所
）
ら
五
十
 
 

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
御
好
意
を
無
に
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸

命
頑
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
 

今
後
共
御
指
導
下
さ
る
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
御
礼
の
こ

と
ば
と
致
し
ま
す
。
 

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

九
人
と
、
功
労
者
四
人
に
表
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

▽
二
十
年
以
上
勤
続
者
 

成
田
善
造
、
境
谷
誠

（以
上

村
上
税
理
士
事
務
所
）
越
谷
良

蔵
、
対
馬
司
、
川
村
京
子
（
以

上
金
正
堂
）
松
橋
長
造
、
尾
崎

昭
治
、
葛
西
九
郎
、
渋
谷
昌
嘉
、
 

和
島
定
道
、
斉
藤
広
文
、
小
田

桐
喜
一
郎
（
以
上
弘
南
バ

ス
五

所
川
原
営
業
所
）
浅
見
光
則
、
 

平
野
英
世
（
以
上
鶴
又
薬
品
）
 

平
山
清
三
（
五
所
川
原
東
映
劇

場
）
渋
谷
操

（鶴
谷
製
材
所
）
 

中
村
清
憲
（
鎌
田
）
 

（
敬称
略
）
 

、
 
こ
と
し

の
四
月
か

＼
 
一
ら
「

国
民
年
金
」
の
 

」
ー
 
一
か

け
金
は
、
こ
れ
ま
 

蕊
灘
百
「
』
）
)
 

ら

0
 
「国
民
年
金
」
は
、
 

め

4
0歳
を
と
った
り
、障

女

」
害
者
に
な
っ
た
り
、
 

鷲
識
」
難
 

け

月

つ
E
舌
つ
ト
て
と
‘r
呆
 

か

4

障
す
る
制
度
で
す
o
 

コ
、
ら皿
一
 

そ
の
た
め
、
 一
昨

国
岸
比
・一
年

の
春
に
は
大
幅
に

一、
、
、
 年
金
額
が
引
き
上
げ
 

全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
 

ー
ル

（
郵
政省
主
催
）
に
当
市

か
ら
次
の
方
々
が
入
賞
し
、
 一

月
十
三
日
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
多
数
の
入
賞
者
を
出

し
た
南
小
学
校
に
は
、
特
別
賞

と
し
て
学
校
奨
励
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

東
北
地
方
予
選
審
査
 

◇
小
学
校
児
童

の
部
 

▽
東
北
郵
政
局
長
賞
 

柳
谷
鉄
志
 

（
南
小
四
年
）
 

▽
準
佳
作
 

小
田
桐
繁
寿
、
工
藤
貞
実
、
 
 

ら
れ
、
ま
た
、
 一
昨
年
、
昨
年

と
二
年
連
続
で
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
増
額
が
行
な
わ
れ
、
あ

わ
せ
て
四
一
・
五
％
も
年
金
額

が
増
え
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
 

来
月
（
四
月
）
分
か
ら
の
か
け

金
は
、
ひ
と
月
に

つ
き
千
四
百

円
に
な
り
ま
す
。
 

将
来
の
、
あ
な
た
の
年
金
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

《
中
 

費
，
 

斉
藤
真
由
美
、
境
谷
浩
二
、
上
 

原
道
子
、
浅
見
康
人
、
菊
地
宏
 

津
島
克
正
（
以
上
南
小
四
年
）
 

◇
一
般
の
部
 

▽
青
森
県
教
育
長
賞
 

山
谷
芳
弘
（
新
宮
字
岡
田
）
 

中
央
審
査
 

◇
小
学
校
児
童
の
部
 

▽
佳
作
 

浅
見
康
人
、
斉
藤
吏
可
子
、
 

津
島
克
正
、
 
（
以
上
南
小
）
 

▽
準
佳
作
 

工
藤
貞
実
、
上
原
道
子
、
柳
 

谷
鉄
志
、
成
田
康
文
、
境
谷
浩
 

二
、
斉
藤
真
由
美
、
菊
地
宏
 

「児
童
ス
キ
ー
教
室
」
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
児

童
ス
キ
ー
教
室
」
兼
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
大
会
は
、
三
月
七
日
 

（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら
毘
沙

門
新
ス
キ
ー
場
（
新
農
業
セ
ン

タ
ー
横
）
で
行
い
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く

は
、
市
教
育
委
員
会
内
「
太
陽

と
雪
の
課
（
電
話
④
3
1
9
2
 

番
）
」
 
に
おた
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

財
団
法
人
「
市
教
育
振
興
会
 

」
 
に
、こ
の
ほ
ど
、
四
十
八
年

度
の
給
与
生
で
あ
る
私
立
五
所

川
原
商
業
高
校
三
年
平
川
順
恵

さ
ん
か
ら
礼
状
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
次
に
紹
介
し
ま
す
。
 

春
と
は
名
の
み
に
て
寒
さ
が

な
か
な
か
去
り
が
た
く
、
こ
ん
 

又ーーーノ 
早
い
も
の
で
、
父

が
亡
く
な
り
二
年
 

悲
し
 

み

も
半

減
…
・

・
・
 

平
 
川
 

さ
 
ん
 
か
 
ら
 

礼
 
状
 

彰
 

表
員

を
業
 

ー
従
 

、
り
二
 

の
 

ん

続

さ

勤

山

年

青
永
 

に
 

柳
谷

さ
ん
に

郵
政

局
長
賞
 

斉
藤
吏
可
子
、
工
藤
 

騒
状
 

n
Iノ
ク
ー
ル
 

礼
孝
、
成
田
康
文
、
 

い
 い
町
だ
 

静

か

に
静

か
に
 
走

ろ

う
ね
 

（
敬称
略
）
五
所
川
原
郵
便
局
 

ー
 
所
得
税
の
申
告
ー
 

納
税
は

ー
 

昭
和
五
十
年
分

の
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
 

も
う
申
告
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
期
限
に
遅
れ
て
申
告
を

し
ま
す
と
、
無
申
告
加
算
税
が

か
か
っ
た
り
、
税
法
上
有
利
な

取
扱
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
が

遅
れ
ま
す
と
、
延
滞
税
が
か
か

り
ま
す
。
余
計
な
税
金
を
納
め

な
い
た
め
に
も
、
期
限
内
に
申

告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
願
い
ま

す
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